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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

牛肉に含まれる放射性セシウムの基準値が100Bq/kgに厳格化されたことから、放射性セシウム濃度が血液よりも高

い尿により、と畜前筋肉中放射性セシウム濃度を推定するため各種調査・試験を実施した。

本試験では、放射性セシウムを含む粗飼料を給与、又は給与停止し、繁殖雌牛の尿中137Csがどのように推移するか

を調査した。

(1) 清浄飼料を摂取していた牛（Ａ群）に放射性セシウムを含む飼料を給与したところ、尿中137Csは給与開始後急激に

上昇し、個体差はあるものの10日目の測定で最初のピークとなった。その後は飼料中 137Csの濃度の変化を反映

し尿中137Csが推移した（図1）。

(2) 放射性セシウムを含む飼料を摂取していた牛（B群）の血液及び尿中137Csの減少速度は、はじめの数日間で大き

く、徐々に緩やかになっていった。血液中137Csは清浄飼料に切り替え後44日目に4頭中3頭で検出されず、尿中137Cs

は128日目で初めて1頭が検出限界値を下回った（検出限界値は2～3Bq/kg）（図2、3）。このことから、清浄飼料によ

る飼い直しを行った牛の体内汚染度を調査するサンプルとしては、血液より尿の方が適していると考えられた。

(3) 放射性セシウムを摂取していた牛（B群）の尿中137Csの推移を対数グラフで表すと、0～9日目までの期間と43日目

以降の期間で異なる傾向が認められた。B群の牛の各々の尿中137Csの推移から、上記の2期間の生物学的半減期

を求めると、0～9日までの期間で平均7.1日、43日目から128日目までの期間では平均で37.4日だった（表1）。

(4)放射性セシウムを摂取していた牛（B群）の尿中137Csの推移において、 0～9日目までの期間と43～128日目までの

期間で異なる生物学的半減期が確認されたことから、尿中137Csの減衰を2つの指数関数の和で近似することを試み

た。後半の減衰速度が遅い時期における尿中137Csの推移の近似式を求め、これを前半のデータから差し引いた値

から前半の減衰が早い時期の尿中137Csの推移の近似式を求めた。これら2つの指数関数の和の推移と実際の尿中

137Csの推移を比較したところ、実際の尿中137Csの減衰パターンと符合した(図5)。

(5)以上のことから、尿から筋肉中放射性Cs濃度を推定し出荷可能時期を検討する場合に必要となる、放射性セシウ

ムを含む飼料の摂取状況と尿中放射性セシウム濃度の推移が明らかとなった。

２ 期待される効果

(1) 清浄飼料による飼い直し期間が経過した牛の体内汚染を調べる場合、尿中137Csを調べることにより、血液より長

期間その有無を検出することができる。

(2)尿中137Csは前半と後半で異なる生物学的半減期で減衰し、その推移は2つの指数関数の和で近似することができ、

適切な飼い直し期間の設定に活用できる。



３ 活用上の留意点

(1) 随時尿（任意の時間に採取した尿）で濃度を測定するため、極端に濃度が薄い尿は使用しない。
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図５ B2号牛の尿中137Csの推移と2つの指数関数の和の比較

B2号牛

2つの指数関数の和

0～9日目
まで期間

44～128日目
まで期間

Ｂ1号牛 6.9 36.5
Ｂ2号牛 7.8 40.8
Ｂ3号牛 7.8 40.8
Ｂ4号牛 6.0 31.5
平均 7.1 37.4
標準偏差 0.87 4.41

表1 尿中
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的半減期
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図１ 放射性セシウムを含む飼料を給与中のA群の

尿及び牧草（現物）中の137Csの推移
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図2 B群の血液中137Csの推移
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図３ B群の尿中137Csの推移
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図４ B群の尿中137Csの推移（開始時の濃度を1として数

値化し、縦軸を対数表示）
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